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Abstract

We 　research 　the　psychological　oriterion　by　which 　people　classify 　the　skin　colors ，　The　60　skin　colors 　are 　c亅assified

into　2　groups　by　the　obser ＞ers
’
Qwn 　criterion ．　 The　same 　skin 　cQlors 　are 　classified 　by　the　other 　three　criterions

．dansyoku −kansyoku ，warm −cool 　and 　perceptual　redness −ye目owness ．　The 　results 　of　the　classifications 　are

analyzed 　by　the　analysis 　of　variance ，the　multiple 　regression 　ana 「ysis，the　factor　a ∩alysis 　and 　the　graphic

analysis ．The 　results 　are 　that　the　classi †ioation　of　the　observersl 　own 　 criterion　is　based 　on 　the　perceptual　redness −

yeleowness．　The　perceptua［　judgement　of　redness −yellowness　mainly 　depends 　not 　on 　rnetric　hue　angle 　but　on

mertic 　Ilghtness．　The　judgement　of　warrn −cool 　mainly 　depends　on 　the　metrlc 　chroma ．

Keywords ：skin　color ，oo ［or　perceptlonlpsycholog「cal　ludgement，color 　classification

要　旨

　肌色を分類する際の心理的基準の解明を行 っ た。60 色の肌 色を評価者個人の基準で 2 群に分ける こ とを行 っ た。

同じ60 色 を暖色
一
寒色、ウ ォ

ー
ム
ー

クール、赤みを感じるか
一
黄み を感 じるか の 基準でも分類を行わせた 。 その

結果 を、分散分析、重回帰分 析、因子分析及び グラ フ で の解析で 分析 した。結果として は、評価者個人の 基準で

の分類は知覚的な赤み
一黄み の 規準で成さ れて い る 。 こ の 知覚的赤み

一
黄みの判断は主 にメ ト1丿 ッ ク色相角では

なくメ ト1丿ッ ク明度 に基づき行われる。ウ ォ
ー

ム
ー

ク
ー

ルの判断は主にメ トリ ッ クク ロ マ に基づ き行われる。

キーワー ド 1肌色 、 色知覚、心理的判断、色の分類
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1，は じめに

　肌色 と言われ る色 は色 全体か らす ると非常に狭い

領域を表す色 （JIS　Z　8102 「物体色の色名」で は代

表的な色の三属性 で 5YR8 ／ 5 （うすい黄赤）と規定

さ れ て い る）である が、そ の 色は 顔の色を表す色で

ある こ とか ら、その研究は医学的見地 か らの 肌色の

研究 1）、色再現の対象と しての研究の 、照 明の対象と

しての研究 3）
のような色彩科学的研究から、肌色から

似合う色 の診 断のよ うな、そ の応用 ま で の非 常に多

くの分野の研 究対象にな っ て いる 。 肌 色の領域の色

は非常に狭い 領域あ るが、肌色領域で 色が変わる と、

それ か ら喚起される イメ
ージが大き く異なる との研

究4〕 まで ある 。 こ の様に肌色とは色彩と人間の 関係を

考えるには興味ある対象である 。

　そ の色彩と人間 と の 関係で 科学的な裏付け は 明確

にな っ て いな いが、似合う色 を診断するパ
ー

ソ ナル

カラ
ー

の理論には色をウ ォ
ー

ム とク
ー

ル に分ける こ

と を基 本と す る 考え 方があ る 。こ の 考え に 基 づ き 肌

色も ウ ォ
ー

ム と ク
ー

ルに分 けている が、色領域 と し

ては非常に狭い領域に属する肌色は暖色と寒色との

分類では全て 暖色に属する色と考え られ 、此の 領域

を暖色と寒色の英語 に相当す る ウ ォ
ー

ム とク
ー

ル に

分け る こ とが可 能なの かとの 当然の 疑問 が生 じる 。

も し、肌色が ウ ォ
ー

ム と ク
ー

ル に分 け られる な ら、

それは暖色と寒色とは異なる概念として使われて い

るの かとの疑問も出て くる 。こ の よ うな当然の疑問

を解明する と共 に、この様な 狭い色領域を心 理的 に

明確 な基準で幾 つ か に分害1」す る ことが本当に 出来、

その 分類の共通の心 理的基準が存在する こ とが分か

れ ば、そ れ は非 常に 興 味あ る 事柄 であ る 。 そ の 為、

肌色領域の 色を他者か らウ ォ
ーム 等の 分類の 基準を

示さ れるの ではな く、各々 が自分独 自の判断で 二 つ

に分類するとすれば、その 分類は全体と して 整合性

のあ る分類となるの か、またその分 類が整合 性の あ

る ものであ るのな らば、心理的次元で は色相 、明度、

彩度の 三 次元か ら構成され て い るの で あ るか ら、そ

の次 元 に注 目 して分類す る と考え ら れ る が、実際 に

それ が実行される か、それ とも別 の次元 に注 目 して

分類が行われるの かを解明する こ と は興味がある 。

　今回 の 報告は 、肌色の領域を代表す る色票 を使 用

して 、その色の 三 属 性で系統的に変化 した肌色を分

類する こ とが出来るのか 、その分 類 にはどの ような

基準 が存在する かを解析す る為に 、予 め用意 し た基

準 による分 類 と、外 的基 準 を設 ける ことを しないで 、

評価者個人の内的基準で分類し、その分類の心理的

構造 を探る 試みを行 うもの で ある 。こ の個人の 内的

基準で の 分類に関 して は今ま で にはデータを処理 す

る方 法は提案され ていな いので、それ を解 析す る新

しい 手法も提案するも の である 。

　今回の解析は心理 物理的次元で は三次元 に変化 し

た色 票を使用した が、主 に色相に注 目 した心理 的分

類基準を解明するものである 。

2 ．実験の概要

2 ，1　 評価用サ ン プル

　評 価に使用 した サ ン プル は肌色の領域を代表する

色で なければな らない 。 その 際、肌色とは顔の色が

存在する範 囲を充分にカバ
ー

する 領域の色 と考える 。

そ の為に、資生堂 ビ ュ
ー

テ ィ
ー

サ イ エ ン ス 研究所で

測定 の安定 性を重 視して 接触型分 光測色機 ミノル タ

製 CM − 1000 を使用 して測定 した 16才 か ら59 才ま

で の 826 名の 女性の 目 の 下 、頬、首の 部位に 接触 し

表 1　肌の3部位で の窶測値

　 明 度

7，000

5．600

6．200

5．800

5．400

（マ ンセル表色系での表示）

5．000
　 　 7．5R　　　　　IOR　　　　2．5YR 　　　　5．OYR　　　7．5VR　　　IOYR

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 色 相

図 1　 頬の実測値の分布

　　　　　　（マ ン セル表色系での明度 と色相で表示）
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て測定 した測色デ
ー

タを 参考に して評 価す る肌色の

範囲を決定 した 。 表 1には 826 名の 國の 下、頬、首

の測色値を 三 属性で 表 し、その 3部位毎の 826 名の

平均傾及び 3部位の平均値を示 して い る 。 3部位の 中

か ら頬の 潰1」定値の全体的傾向を知るため に、その 散

布図を色相 、明度の 2次元 での散布図 として示 したの

が図 1で ある 。 こ れ らのデ
ー

タか ら評価に使用する肌

色の領域 と して は色椙が 10R か ら7．5YR ，明度 が 5．5

か ら7．O 、図には示 していないが （同 じデータか ら数

値で 示す と彩度 の 最大値 が4 ．72 、最小値が 2．90 、

平均値が3 ．9 、標準偏差が0 〔∋］である）彩度が3 ．0

か ら5 ．0の 範囲あれば充分で ある 。 こ の 範囲を考慮し

て 、こ の 範囲を 満遍な く しかも等 間隔に色を選択 す

る ことを試みた結果、色椙ではほぼ0 ．8YR 、2 ．8YR 、

4．8YR 、6．8YR 、8．8YR の 5色相、明度がほ ぼ 5．6 、

6 ．1、6 ．6 、7 ．1の 4 段階 、彩度 が ほぼ 3 ．4 、4 ．2 、

5．0の 3段階の 組み合わ せ で 合計 60 色の 色票が用意

で きた 。此の色 はほぼ肌色 領域 をカバ
ー

で き三 属性

で 規則的に等間隔 に 選択さ れた色である 。 結果 の 解

析 に は マ ン セ ル 表 色 系の 三 属性 で は な く 、CIE

l976 　L
’”
a
’b”表色系 での測色値で行いたいので 、こ

の 色票を肌の 測定に使用 した測色機と同 じ分光測色

機ミ ノルタ製 CM − 1000 で沮1」色 し、こ の実、験の標準

観察光源である 5000K の色評価用蛍光灯と 10 度視

野の等色関数で 三 刺激値を求め、じ 月   blC   bに変換

し、そ の値を求めた。そ の結果 、メ トリ ッ ク色相角

（H
°

）で は ほぼ 42 、48 、55 、60 、66 の 5色相、

メ トリ ッ ク明度 （Lり で はほぼ58 、63 、68 、73

の 4段階、メ トリ ッ ククロ マ （Cり で はほぼ20 、25 、

30 の 3段階とな っ た。その 60枚の色票をメ トリ ッ ク

明度とメ トリ ッ ク色相角での 2次元空間 にメ トリ ッ ク

L
’

70

1： 巨

60

．ゐ

　 　 　 　
4E

　　　　　
50

　　　　　
55

　　　　　
Go

　　　　　
fi 「，

　H
，

図2　評価用色票の 分布

（CIE　 1976 　L＊a ＊b＊

表色系で の メ トリ ッ ク明

度と メ トリ ッ ク色相角で メ トリ ッ クク ロマ 毎に表示）

ク ロ マ 3段階毎にプロ ッ トしたのが図 2で ある （黒丸

がクロ マ 20 、黒四角がクロ マ 25 、黒三 角がク ロ マ

30 を表 して いる）。

　各色票は色票部分縦2．4cm 、横3．4cm （観察距離

を 30cm と して視角に換算する と4 ．6
°

× 6．5
°
にな

る ）で あ る 。こ の色 票 に 縦 方 向 0 ．8cm 、横 方 向

］．30m の 明度 7．0の 灰色の背景が つ い て 、各色票を

自由 に手 で扱え るもの を評価サ ン プル と して使用す

る 。

2 ．2　評価方法

　肌色領域の 色を分類する評価基 準で ある が、各個

人 が自由に考えた個人的基準で 2 つ の グル
ープに分類

させるものが 1つ である 。 こ の 分類の評価基準とは何

かを考え る為に 、色全体を大き く二 つ に分類する 時

に使用さ れる基準で ある暖色 、寒 色、顔色 を分類 し

似合う色 を判断 して い る ウ ォ
ー

ム、ク
ー

ル （暖色 と

ウ ォ
ー

ム が同 じもの で あるか否 かを結果か ら考え る

為に あ えて分類基準と した）、肌色の色相を表す赤み、

黄 みの分類基準が考え られる 。こ の外的に与え られ

た 3基準と内的な基準の合計4基準に従 っ て、評価は、

こ の 60 色を、1）自分の判断基準の 自由な発想で感

じるまま に、二 つ の グル
ー

プに分 ける、そ の際 二 つ

のグル
ープの枚数は同数である必要はない 、2 ）各色

を暖色の 感 じがする、寒色の 感 じがする 、 どちらで

もないに分ける、3）各色をウ ォ
ー

ムな感 じ、ク
ー

ル

な感 じ、どち らで もない に分ける、4）各色を赤みの

感 じがす る、黄みの感 じがす る、どち らで もない に

分ける、以上 4評価を評価者毎にラ ン ダムに行 う 。 評

価 1）は 60 枚の色票を全 て 評価者に渡 し、それ を 2

群に分類 し、途中 での分類 の修正は認める。評価 2）

か ら4 ）は色票を 1枚ず つ 呈示 し、そ の 色票を 暖色、

寒色、どち らでもない等 3つ の内のどれ かを答えるも

の で、絶対評価に相当する 。

　評価者は色彩学の知識の無い人 68名、色彩学の知

識がある人 135 名、色彩学の知識の有無に関する記

入漏れ 2名の合計 205 人 で ある。今回の解析で は色

彩学の 知識の 有無を考慮し な い で 全体の デ ータ 処理

を行 っ た。

　評価は 5000K の 色評価用蛍光灯で照度 3001x

を標準条件とす る。評価は60 枚の 色票を渡され、各

評価者で 上記4 つ の 分類を ラ ン ダムな順序で行う。
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3 ，結果と解析

3．1　 解析方法

　評 価データの解析には暖色等に評価基準が提示され

て い る分類では 、その 基 準に分類 した人数の比率を

使用す るが、個人 の基準 で 二 つ に分 類 した時は 、そ

の基準が個人に任せて あるの で 、全体の デ
ー

タ の処

理が行えない。その為に、以下の 作業仮 説に基 づぎ

デ
ー

タの 処理 を行 う 。 そ の仮説とは、同 じ色を何人

かが分類 し た 時に は、そ の 分類の 基準は人が変わ っ

ても同 じ側面 に注 目 した同 じ基準 で行 うであろ うと

の仮説である 。 も し、i、亅二 人の 評価者が 1か ら6ま

で の 色 を ラ ベ ル A と ラ ベ ル Bの 2 グル
ープに分類 し、

以下の結果 とな っ たとする。

　 　1　 2　3　4 　5　6

i　 A　 A 　 A 　 B　 B　 B

l　 B 　B 　B　A 　A 　A

こ の 分類を前記仮説で 二 人が 同じ基準 で分類 した と

仮定す ると、評価者iのラ ベ ル A と 評価者1の ラ ベ ル B

は同 じ基準で 判断 したもの であ り、評価者iの ラベ ル

Aと評価者jのラ ベ ル Bは同 じカテ ゴリ
ーを表すと考え

らR 、評 価者jがBとしたものをA に置き換える こ とが

で き 、こ の 二 人 の評価 者は色 1か ら3と色4か ら6 を

一
致 した基準で分類 したことにな り、ラ ベ ルを張り

替えると以下の結果となる 。

　 　1　 2　3　4　5　6

i　 A　 A　 A　 B　 B　 B

j　 AAA 　B　B　B

この様 に、ラ ベ ル を変更す る こ と で 、評価者間の
一

致度を最大 とする よ うにラ ベ ル を 貼 り直 す こ とで 、

二 つ の仮のカテ ゴリ
ーA と Bに分 類され、その仮のカ

テゴ リ
ー

に分類 し た 人数か ら比率を求め る こ とが で

きる。

　 この作業仮説が成立 しなければ、統計的に意味の

ある分類がされない こ とにな り、統計的に有意 な結

果が で れ ばそ の 作業仮説は 成立する と考え られる 。

この分類結果から、その 時に注目 した側面は何であ

るかが推定できる 。

3．2　各判断の比率の統計的な意味 ：比率の 差検定

　評価 D で は 60 色の 各色に仮の 2 つ の グル
ー

プ に

分類 した比率、評価2 ）で は 60 色の 各色に暖色、寒

色、どち らで もないを選 んだ比率、評価 3）では 60

色の 各色に ウ ォ
ーム 、クール 、どち らで もな い を選

ん だ比 率、評価 4）で は 60 色の 各色 に赤み 、黄み 、

どちらで もない を選んだ比率が得 られるの で 、こ の

各色 で 選ばれた比率 に統計的に有意な差 があ るのか

をカイ自乗分布を利用 した比率の 差の 検定を行 っ た 。

2群に分類する評価 1）では有意水準 を 5％ とする と、

60 色中で 8 色が 二 つ の群 に分 かれる の は 偶然に 起こ

る比率に相当す る統計的に意 味のあ る比 率の差 が無

いことになる 〔有意水準を 1％ とすると統計的に有意

でない 色が3 色増えて ll色になる）。 暖色、寒色の評

価 2）で は有意水準 を 50／o とする と3 つ の比率で有意

な差が無い の は 3色 （有意水準を 1％ と する と4 色増

え て 7 色）で ある 。表 2 に 60 色全 て に対 する 暖 色 、

寒色、どち らでもないと判断 した比率と、その比率

の 差の 検定結果を示すカイ自乗の値を
一

覧表と して

示 した 。表の網掛け した箇所は50／・水準で有 意な差が

な い カイ自乗の 値で あ り、下線が書か れ た箇所は 1％

水準に した ときに新 たに有意 でな くなるカ イ 自乗の

値である 。 ウ ォ
ー

ム、ク
ー

ルの評価3）では有意水準

を 50／o とす る と 3つ の 比 率で 有意 な差が無 い の は 4色

表2　暖色、寒色、どちらで もな い の選択率 とカイ自

乗の値
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（有意 水準を 10／o とする と2色増えて 6色）、赤み、黄

みの評価4）では有意水準を 50／o とする と 3つ の比率

で 有意な差が無 い の は 1色 （有意水準を 1％ と しても

1色）である 。 このこ とか ら、肌色の領域を構成する

色は個人的基準ではほぼ有意に分類する ことができ

る。寒色か ク
ー

ルと の 判断は こ の 領域で は起 こ ら な

い と考えて い たが、比率的に は暖色や ウ ォ
ー

ム （最

大 870／o ）にく らべ 最大 500／o 近傍であるが、その比

率は 統計的 には有 意で あ り、半数の人が寒色や クー

ル と感 じる色 が存在す る事が分か る 。 寒色、クー
ル

の選択 率 50 ％近傍の色票 に対する暖色 、ウ ォ
ー

ムの

選択 率は ほ ぼ 300 ／o 、分 か らな い の 選 択率 が ほ ぼ

20 ％で明らか に暖色 で な いとの 判断がなされて い る

色が肌色近傍の色に存在する ことが分かる。60 色 に

有意で ない 比率の 差が一番少ないの は赤み 、黄みで

あ り判断が比較的容 易 で ある こ とか ら こ の 結果が起

こ っ たものと思われる 。

3．3　各評価基準の
一致度 ：相関係数による解析

　60 色の色票に対するA群、B群、ウ ォ
ー

ム、クー
ル、

暖色、寒色、赤み 、黄 み を選択 した人数の比率か ら

各評価基準間 の 相関係数を求める と、表 3 にな る。こ

の表 か らウ ォ
ー

ム とク
ー

ル 、暖色と寒色、赤み と黄

み各対間には 0 ．9以上 の非 常に高い負の相関が あ り、

それぞれ が片方の 値が高い と も う一方が低くな る反

対の 概念で ある と推定される。任意の基 準で 二 つ に

分類 した A群と B群で の相関係数はA群でないものは B

群 であるの で 一i．0で あ る。暖色とウ ォ
ー

ム、寒色と

クール は同 じ概念と考えられる の で 当然相関係数も

0．9以上と高い 。こ の 相関係数の 関係をより明 らかに

す る為に 、暖色と ウ ォ
ーム 、寒色 と ク

ー
ル を図に示

した。図3は暖色とウ ォ
ー

ム の 関係、図4 は寒色とク

表 3　各評価基準間の相関係数

　　 （相関係数の絶対値0．8以上を網掛けしてある）

ウ オ
ー

ム

Ho

7　0

60

5　0

d　u

臼 D

！ o

LU

　 　 　 10 　 　 　 20 　 　 　 30 　 　 　 ・1 ｛　 　 　 5n 　 　 　 　 60 　 　 　 iD 　 　 　 　宸0　 　 　 90

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 暖 色

図3　暖色の 判断比率とウ ォ
ーム の判断比率の対応

ク ー
ル

6　0

5　0

4　0

3u

2　e

10

10 　 20 　 30 　 40 　 S 「1　 HO

　　　　　　　　　　　　　　　　　寒 色

図4 　寒色 の 判断比率とク
ー

ルの 判断比率の 対応

一
ル の 関係 を示 して い る 。 図 4の 寒色と ク

ー
ルは 45

度の線上 付近に デ
ー

タはバ ラ ツキ、相関係数の 高さ

を表 して い る 。 図 3 の 暖色とウ ォ
ー

ムでは デ
ー

タが

45 度の線か ら下側にあ り、相関係数の 高さ と対応 し、

両者はほ ぼ対応するが、ウォ
ー

ム との判断比 率が暖

色 との判 断比率 より低 く、暖色 と の 判断に比 べ ウ ォ

ー
ム との判断がやや し難い 傾向があるので はないか。

　A − B群と赤み
一

黄みの 間、ウ ォ
ー

ム
ー

クール と暖

色 一寒色間にも 0 ．8 以上の 高い相関 があ り、A − B 、

赤み
一

黄 みとウ ォ
ー

ム
ー

クール 、暖色 一寒色 は 有意

．一一 一 ⊥］ 6 一
一
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．一

な相関がない 。 こ の こ とは、肌色領域の 色 を2 つ に分

類す るには赤み
一
藁み との基 準で分 類され る傾 向に

あ り、ウォ
ーム

ー
ク
ー

ルの基 準で はない こ とが推定

される。

3 ，4 　分類の基準は測色値のどの側面に注目してい

るのか ：分散分析による解析

　A 群、B群、ウ ォ
ー

ム、ク
ー

ル 、暖色、寒色 、赤 み、

黄みの 判断 を色の どの 側面 （測色 値 と しての側画）

に注 目 して分類が行わ れ て い る の か を調べ る 為 に、

測色値の 変化が心理 的な分類の 変化を引き起こ して

いるか を調 べ る分散分析を使用 した 。 この評価に使

用 した色票は物理的変化に相当する測色値が系統的

に変化 して いるの で 、こ の 変化が心 理的な 変化を引

き起こ して い るの かを解析する分散分析には最適 な

サンプルで ある と考え られる 。 メ トリッ ク色椙角 （H
°

）、メ トリ ッ ク 明度 （Lり、メ トリ ッ ククロ マ （C
’
）

の 変化及びその組み合わ ぜでの変化が各半1」断の変化

を引き起 こ し、その 引ぎ起こ された変化が統計的に

表 4　評価基準A群で の分散分析表

（
＊

は 5％ 水準で有意であ り、

＊ ＊

は 10／o 水準で 有意である）

嬰　因 平方 和 自由度 不 偏分散 F 陣

H
’

7655．334 1916．3316 ．60繭’

L
°

】1840了．藍43 39469．0434i ，99 脚

H
’

x 　 L
圃

且3964．5312 1星63．7110 ．OB ’°

C
’

】252，032 626，025 ．42 °

H
’

x　 C
°

1229，47B 153．681 ．33

L
冒

X 　 C
噂

123L．975 205．351 ．7B

誤　差 2769、9724 115，41 　　　「
一

表5　評価基準暖色での分散分析表

（
’
は5％水準で有意で あ り、＊＊

は 1010水準で有意で ある）

要　因 平方和 自由度 不偏分 散 F 。

H
’

20了5．604 518．905 ．59 隔’

L
覃 19533．533 65弖1，1870 ，08 °曜

H
’

×　 L
寧

842 藍．4712 m1 ，了9 τ．55 軸

C
順

　　．
42296．4422H48 ．22227 ．6玉聊「

H
’

×　C
」

849．408 hO6、：8 【，M

L
°

x 　 C
°

麕315．576 219，26 2、36

誤　差 2229、9324 92．91

有意な変化であるかを検討 した 。

　各評価基 準毎に分散分析を行い、そ の 結果 か ら個

人的基 準で の 分 類で ある A群の 結果と暖色 の結果 を分

散分析表と して表4 と表 5に示す 。 A群の判断の 分散

分析ではメ トリ ッ ク明度を変化させた ときの A群との

分類の 比率の変動が一番大き い こ とが不偏分散から

分か り、統計的にも 10／o 水準で有意で ある （表中の
±±

は］O／o 水準で有意な ことを表す）。 統計的には メ トリ

ッ ク色相角、メ トリ ッ ク明度とメ トリッ ク色相角の

交互作用も 10／・水準で有意である 。 メ トリ ッ ク クロ マ

は 5％水準で有意である （表中分 は 50／o水準で有意な

ことを表す）。 こ の 傾向は B群の 判断の 分散分析でも

全く同 じで ある 。相関が高い 赤みの判断 と黄み の判

断でもほ とん ど同じ傾向である が、赤み 判断で はメ

トリ ッ ククロ マ が有意で は な く、黄み判断で はメ ト

リ ッ クク ロ マ 、メ トリ ッ クク ロ マ とメ トリ ッ ク明度

の交互作用が 10／o 水準で有意となて い る。こ の結果か

ら肌色の領域を 2分類する赤み、黄みは明度の変化に

最も注 目 し、次 に 色相角に依存 し、ややク ロ マ の影

響を受けている事 にな る 。

　 暖色の判断の分散分析で は メ トリ ッ クク ロ マ を変

化さぜ た と き の 暖色 との分類の比率の 変動が
一

番大

きい こ とが不偏分散から分か り、統計 的にも 1°／o 水準

有意で ある 。 統計的には メ トリ ッ ククロ マ 、メ トリ

ッ ク色相角、メ トリ ッ ク明度 とメ トリ ッ ク色相角の

交互作用 ともに 10／o 水準で有意で ある 。 この 傾向は寒

色の判断の 分散分析で もほぼ同 じで あが、メ トリ ッ

ク色相角が有意 で は な くな る。相関 が高い ウ ォ
ー

ム

の判断とクール の判断でも ほとん ど同じ傾向である

が、ウ ォ
ー

ムの 判断ではメ トリ ッ ク色相角が50／・水準

で 有意とな り、クールの判断では メ トリ ッ ク色相角、

メ トリ ッ ク色相角 とメ トリ ッ ク明度 の交 互作用 が有

意で はな くなる 。 こ の結果か ら暖色、寒色はメ トリ

ッ ククロ マ の変化 に最 も注 目 し、次 に明度に依存 し、

やや色相角の影響を受けている事 になる 。

［ ．一二！二］ 7 ［＝ ＝

3 ．5　判断は測色値の変化とどのよ うな関係とな っ

て い る の か 1 グラ フ による解析

　A群、B群、赤み、黄みの変化は分散分析の結果
一

番メ トリ ッ ク明度 に依存 し、暖色 、寒 色 ウォ
ー

ム、

ク
ー

ル はメ トリッ クク ロ マ に依存 して い る こ とが分

か っ たの で 、赤み と黄みの 選択率の変化とメ トリッ

ク明度の 関係、ウォ
ームとク

ー
ル の 選択率の変化と

メ トリ ッ ククロ マ の 関係をグラ フで解析 した 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「
一 工 工二Eユ ec ＃ gmo −ntE 却
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65 　 　　 70

選

択

率

7　0

5　0

3　0

lo

20 　 25 　 30C ，

70

50

30

10

20 　　 25 　　30

70

50

3．0

20 　 　25 　 　 30

図6　ウ ォ
ー

ム
ー

クール評価と メ トリッ クク 囗 マ の関係

　 図5 には赤 み （黒丸に点線）一黄み （黒 三 角に 実線）

とメ トリ ック明度の 関係をク ロ マ は25 で
一

定 と し、

色相角を3水準 で の 関係を示 している。此の図か ら明

度 が上 昇すると赤みの 選択率が上昇 し、黄 み の 選択

率が低下する 。 この赤みの選択率は色相角が高 いと

（右側の 図 に行 くほ ど）、明度に依存 する程度がやや

鈍くなる こ とが分かる 。

　図6 にはウ ォ
ー

ム （黒丸に点線）一
ク
ー

ル （黒三 角

に実線 ）とメ トリ ッ クク ロ マ の関係を明度は 63 で
一

定とし、色相角を 3水準での関係を示 して い る 。此の

図か らク ロ マ が上昇す ると ウ ォ
ー

ム の選択率が上昇

し、クー
ルの選択率が低下する 。 こ の ウ ォ

ー
ムの選

択率は色相角が高い と （右側の 図に行く ほ ど）、ク ロ

マ に依存する程度がやや鈍くなることが分かる。

　赤み 、黄 み は メ トリ ッ ク明度 に最も依存す るが 、

メ トリ ッ ク色相角 も影 響す るの で、この両 者が赤み

の選択率に与える影響を見るため に、明度4 段階を色

相角 と赤み の 選択率の開係の 図 に
一

緒に描い た の が

図7 であ る。この 図で は C“が三段階あるうち の 25 を

選ん で 、明度4 段階 （4種類の線）毎に色相角と選択

率の関係を示 して い る 。 この図 からも明度が高いと

色相角に依存 しないで赤みを感 じる （此の図 には示

さないが図6に示 したように明度が低い と黄みを感じ

る）、中間の明度 で は色相角に 依存 して 、色相角が低

い と赤みを感 じる傾向が明 らか で ある 。 この傾向は

メ トリ ッ クク ロ マ 3段階で同 じ傾向である。

0
　

選

択

率

0　 5

　　 　　 赤 み の 感 じ 　ぴ ＝25

　 ▲★ ＝マr 習癒
一一一一一★ 一一一一rk

　 　 　 　 　 　 　 　
「嘱．　　　　　　　　　

、
N 、

　 　 　 　 　 　 　 　 丶　　　　　　　　　　
丶
★ ぴ 　＝ア ：

　 K 　　　　　　　　　　　　　　　＼．．
　

丶．　　　　　　　　　　　　　　　　　　 丶．
　 　

丶

丶　　　　　　　　　　　　　　　　　丶

　　　
＼

＼　　　　　　
M − 一一

呪 ・ ．6e

　　　　
＼

匡
丶

　　　　　
丶

＼
丶．

　 　 　 　 　 　 　

L触 58 　　　 ＼．
丶 　　　／

t
−tL “ 　 T：63

　 　 　 　 　 　 　 　 　
、、

1 ”

　 　
40

　　 45 　　 so 　　 55 　　 60 　　 65 　　 H
°

図7　赤み 評価とメ トリッ ク色相角の 関係

　　　（メ トリ ッ ク明度毎に示して ある）
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3 ．6　測色値か ら選択率 を予測する ：重回帰分析に

よる解析

　A群、B 群、暖色、寒 色、ウ ォ
ー

ム 、クール、赤み 、

黄みの 選択率 を色票 の測色値で あ るメ トリ ッ ク明度、

メ トリ ッ ク色相角、メ トリ ッ ク ク ロ マ か ら予測する

式を重 回帰分 析 で 求めた 。 その各基準毎に明度、色

相角、ク ロ マ に対するその選択率に及ぼす影響 の程

度を表 す標準回帰係数と予測式の精度 を表す重 相関

係数を示 した の が表6である 。 こ の表か らA 群、B群、

赤み 、黄みの選択率はメ トリ ッ ク明度の係数が最も

高く、こ の 選択率の変動を最も左右 して い るの が明

度で ある こ とが分 かる 。 暖色、寒色 、ウ ォ
ー

ム 、ク

ー
ル の選択率はメ トリ ッ クク ロ マ の係数が最も高く、

この選択率の変動を最 も左右 して い る のがク ロ マ で

ある こ とが分かる

赤みと黄みで は色相角とク［コマ の 係数がやや 異なる 。

暖色、寒色 、ウォ
ー

ム、クールで も明度と色相角の

係数がやや異なり、こ れ は分散分析 と同 じ傾向で あ

る 。

3．7 　4 判断基準と測色値の 全体的関係 ：因子分析

に よる解析

表6 　各評価基準で の測色値による重回帰分析の結果

［　
　 　

赤 みの 感 じ　　　O．913　　−0．241　　
−0．028　　 0、935

　従来あま り行われ る方法 ではな い が、心理 的な要

因を動か して いると考え られる淇1」色値 3個と、心理的

な要因である 8つ の 選択率全て を同次元の要因と見な

して 、その両者を混みに した 1 ］個す べ て の要因の全

体的関係をも う少 し明 らかにす る為に因子分析を行

っ た （結果はヴ ァ リマ ッ ク ス 回転後を使用す る）。因

子分析 の結果 、第 3 因子ま で の累樌寄 与率は 096 で

あ り、第 3因子で こ の ］「個の変数を代表 して 良いも

の と考えられ る。こ の因子分析の 結果か ら抽出され

た 3因子 と 11 個の 要因の 関係を示す為に、こ の 11個

の要因で あ る測色値 と判断の比率 に対す る各因子 と

の 関係の強さを表す因子負荷量 と 11 個の要因が共通

因子で説明され得る程度 を表す共通性h：｛の値を示 し

たの が表 7である 。 この 3 因子か ら第 1因子 と第 2 因

子の因子空間に因子負荷量で 11 個の 変数をプ囗 ッ ト

したの が図8で ある。第 1因子は黄み 、A群と B群、赤

み及 びメ トリッ ク明度と因 子負荷量が高 く知覚的な

赤み
一黄みを表す 因子で あ り、第 2因子はウ ォ

ー
ム 、

暖色、メ トリ ッ クク ロ マ 及 び ク
ー

ル 、寒色との因子

負荷量が高い 暖色
一

寒色 を表す因子である 。こ の 二

表7 各測色値と判断に対す る因子負荷量
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ウ ォ
ー

ム な感 じ 第咽 子
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暖色 の 感 じ
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丸 赤み 嚇 じ
［r
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黄み の感
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クール な感 じ ・・
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図 8 因子空間 で の評価基準と測色値の関係

第 1因子

つ の因子で 今回の 心理的な半1」断はほぼ説明つ くもの

で ある 。 残りの 因子 は、色相角に 因子 負荷量が高く、

この因子は色相角の因子 であ り、こ の肌色空間では

心理的な因子 で はな く、心理的な判断にはあ ま り寄

与 しなか っ た測色的 な色相を表す因子である 。 この

第3 因子に色相角が出て きたことは、明度 とクロ マ に

比べ ると色の分類には色相角の 寄与が比較的小さ い

こ とを表 して い る 。こ の解 析か ら先ほどまでの分散

分析、グラ フでの 解析、重 回帰分析での関係がさ ら

に明示される。

4 ，考察

　 色全体か ら考えると非常に狭 い領域で ある顔色が

出現 す る 範囲 である肌色領域の色を、評価者の個人

的基準 で 二 つ に分類す ると、そ の 分 類基準が 評価者

全体と してはバ ラバラ で 何 らか の 統一
的基準 を見い

出せな いの ではと考え られ るが、こ の 実験か ら明確

な統一的基準 で 分類す る こ とが可能 で ある こ とが分

か っ た。こ の 比較的統一
の とれた分類の基準は赤み

を知覚するか 、黄み を知覚するかの心理 的基準での

分類 で ある こ とも分か っ た。

　肌色領域を分類 する基準である赤み と黄みの 知覚

はメ トリ ック色相角によ っ て成されると考え られる

が、結果 と して はメ ト1丿 ッ ク 明度 が 大 き く関与 し、

明る い色 は 色相角 に依存ぜず赤 み の 判断がなされ 、

暗い 色 は黄み の判断が なされる 。 中間の領 域で は色

相角に依存 して 赤み
一
黄みが決 まると の 結果が得 ら

れた。こ の結果 は従来の 測色学の知見 か らは予測で

ぎ な い 結果で ある 。 色相の知覚 が明るさに依存する

現象は べ ゾル トーブリ ュ ッ ケ現象 と して知られ て い

L ．．

るが、こ れ は ス ペ ク トル 光が輝度 に依存す る現象で、

輝度の 範囲が非常に大 き く変化 し た場合 に 見 られる

現象 である。ただ こ の 結果 と べ ゾル ト
ー

プ リ ュ ッ ケ

現象の 一
致す る点は、肌色を 5YR 　 6 ／ 4 で代表 した

とすると、主波長は590nm とな り、　 Purdy （1931 ）

5）の結果 か らすると 590nm は明る くなると見かけ

上よ D長 波長 で色相が同 じで ある と知覚される結果

とは
一

致 する。ただ こ の 明るさ の変化幅と、変化さ

せた波長 の幅は大き く異なる の で、今回 の結 果が ペ

ゾル ト
ー

ブ リ ュ ッ ケ現象 と考え る こ とは 出来ない と

考える。

　 こ の実験結果 を解釈す る仮説と して明る い 領域の

色は暗い色に比べ 好ま しい肌 色と して判断されれ る

傾向に あ ると仮定 する。好ましい肌色はイメ
ー

ジと

して実際の肌色に比べ 明る く、やや赤み を感じ る色

として記憶に存在 して い る と考え られる。明る い 色

が綺麗な肌 色と して知覚され ることが肌色のイメ
ー

ジに存在す る明る く、赤みの色と して の 綺麗 な肌色

の認識特性の影響 を受け、赤みを感 じさせて いるの

で はないか との 仮説も考え られる 。ただ、これは仮

説の域を出ないもの で ある 。

　 こ の 判断は60 色の色を
一

度に ］色だけ見て 、赤み

黄みを判断するために起こ っ た 現象で あ り、観察方

法が引き起こ した現象で あ る とも考え られ る。各色

を単独で見る為に この様な肌色の イメージが色の知

覚に影響を与 える こ とも起 こ り得 るの で はな い か 。

こ の こ と は 実用 的 には肌色が明る くなると赤み を感

じる ことは、好ましい 肌色と して は 赤み の 色が好 ま

れることと勘案す ると、物理的には肌色が明るい と

赤み で はな く黄 み 寄 り に なる が、知寛的には明るい

肌色は綺麗とされるの は、こ の 明るい と赤み に知霓

さ れる現象が 起こ り、赤 みに知覚されより好ま しさ

が増して い ると解釈も可能である 。

　パ
ー

ソ ナル カラ
ー

で 行 っ て い る 色領域 と して はYR

の 色である肌 色 をウ ォ
ーム ー

ク
ー

ル に分 ける事は出

来ないの で は と考え ら れたが、こ の 全体として は暖

色に 属す る領域 も ウ ォ
ーム と比較する と比率的に は

低いが、クー
ル に分ける こ とが全 く起 こ り得 ない事

で は な い 。 明 らかに暖色やウ ォ
ー

ムと知 覚され難い

色が この肌色 の 領域 には存 在 す事は 明 ら か で あ り。

また 、 ウォ
ー

ム とクール は暖色 と寒色との判断とほ

ぼ一
致 するも の で あ る ことも分か っ た 。 暖色に比 べ

ウ ォ
ー

ムとの判 断は多少 し辛い傾向にあ る。こ の 分

類の判断は測色値の色相 角で はな く、主にメ トリ ッ

］ 10L
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：
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クク ロ マ でなされて いる ことも分か っ た 。 クロ マ が

増加す る と ウ ォ
ーム 及 び暖色 との 判断が増加する傾

向にある。この現象は、肌色で クロ マ が低い領域で

肌色に青みを知覚する現象 （鈴 木 （1991 ）4））と
一

致するもので あ り、青みの知覚が ク
ー

ル及 び寒色と

の判断を起こ させたもの と考え られる 。 ただ、測色

学では肌色領域の色は YR の領域で あ D 、決 して青の

領域で はな い の に青み の知覚がなされるかに つ い て

はい まだ説明がなされ て い ないので 、色 を判断す る

際の心理的な領域とそ の原点の設定などに関する何

らかの概念を検討する必要がある。

　暖色と寒色、ウ ォ
ー

ムと ク
ー

ル 、赤み と黄みの 間

には相関係数で
一〇、9以上の相関があり、両者には充

分に有意なる 関係がある ことが分かる。しか し、分

散分析の結果から、こ の判断を決定する
一番大 きな

測色的要因は 暖色 と寒色、ウ ォ
ー

ムと クール はメ ト

リ ッ ク クロ マ で 、赤み と黄み はメ トリ ッ ク明度であ

るが、それ以 外の測色的要 因の 影響の程度は暖色と

寒色、ウォ
ー

ム とクール 、赤み と黄みで は異 な る 。

暖色 とウ ォ
ー

ムでは メ トリ ッ ク色相角が有意で ある

が、寒色とクール で は有意ではない。黄 みでは メ ト

リッ クク ロ マ が有意で あるが、赤みで は有意で はな

い 。 こ の 傾向は重 回帰分析 にも あ る程度見 られる 。

この こと は、ほ ぼ反対の 概念を表すもの で あるが 、

狭い色領域では色の影響の程度が ある色の部位では

少 し異なるものであり、図5や6か らもこ の こ とが見

られる 。

　本研 究は肌色の知覚には従来の 測色値の知見か ら

だ け で は 解釈出来な い 問題 を提起する こととな り、

今後この問題の解明を行う契機となるものである。
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